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論文内容の要旨
. 
<目的>手関節周辺骨折の中で舟状骨骨折が若年男性に多いのに対し、提骨遠位端骨折は高齢女件.に多発
する。受傷機転はあまり変わらないのに、好発年齢や性別に斧異が生じる原因を解明、するため、右年男性
と高齢女性における舟状廿と棟骨遠位端の骨強度を、骨密度 (BoneMineraJ Density; BMD)を指標と
して比較検討した。
く対象および方法>手関節に外傷歴のない若年男性35例70手関節 (20--35才、平均27才)、高齢女性33例
66子関節句。-83才、平均71才)、舟状骨骨折患者31例の健側31手関節(14-31才、平均2::l才)に対し、前
腕用DXA装置 (Alok~'J社製DCS-60(}) を用いて、舟状骨骨密度 (BMDs) と梶骨違位端骨密度 (BMDR)
を測定、 BMDSとBMDRの比S/Rを算出した。
<結果>-b年男性群では、 BMDS= 0.406 :tO. 049、B:vIDR= 0.453:t 0.057、S/Rで 0.904:t0.127と、舟状骨
骨密度の樟骨速位端骨密度に対する比は低値を示し、高齢女性群ではBMDS=0.305:tO.048、BMDR=
O.232:tO.052、S/Rユ1.34+0.22と、舟状骨骨密度の権骨遠位端骨密度に対する比は高値を示した。若年男
性群のS/Rは高齢女性群に比べ有意に低値を示した (Pく0.0001)。舟状骨骨折患者健側ではBMDS=O.375
:tO.058、BMD=0.437tO.080、S/R = 0.858 t 0.069であり、 S/Rの値は健常若年男性に比較してやや低簡
を示したが統計学的に有意な差は認めなかった。
く結論> l.舟状骨骨折が多い若年男性では慎骨遠位端骨折が多い高齢女性に比較して、舟状骨骨1密度の
梶骨遠位端骨密度に対する比が低値を示した。 2.同様の受傷機転で発生すると思われる舟状汁骨折と焼
ft遠位端骨折のうちどちらの骨折が生じるかに関して、これら 2つの骨の骨密度の比が重要な凶子の lつ
であると考えられた。
論 文 審査の結果の要旨
手関節周辺骨折の巾で、舟状骨骨折が若年男性に多いのに対し槙骨遠位端骨折は高齢女性に多発する。
受傷機転はあまり変わらないのに、好発年齢や性別にこのような差が生じる原因を解明するため、 _.h'年男
性と高齢女性における舟状骨と梶骨遠位端の骨強度を、骨密度を指標として比較検討した。
前腕用DXA装置 (DCら600)を用い、手関節に外傷暦のない若年男性35例70子関節、高齢女性33例66手
関節、また舟状骨骨折を起こした若年男性31例の健側31手関節について、舟状骨および梶骨遠位端の骨需
度を測定した。
一郎一
若年男性では高齢女性に比較して、舟状骨骨密度の横骨遠<<r.端骨密度に対する比が有意な低値を示した。
舟状骨骨折患者の健側では健常若年男性に比較して、舟状骨骨揖度の構骨遠位端骨密度に対する比がやや
低値を示した。
問機の受{易機転で発生すると思われる舟状骨と棲骨速位端骨折のうち、どちらの骨折が生じるかに関し
て、これら 2つの骨の骨密度の比、すなわち相対的な骨強度が重要な包子であると考えられた。
本研究は舟状骨の骨密度を梶骨遠位端と対比して、初めて測定したものである。また、焼骨遠位端骨折
との比較において、舟状骨骨折患者の発生要因として今までいわれていた受傷機転や受傷時の肢位からの
みでは説明できない疫学的な弗の要閃を明らかにした。よって、本研究者は博士(医学)の学位を授与さ
れるに値すると認められた。
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